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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22年 11 月 9 日に公表しました平成 23年 3 月期通期の業績予想

の修正につきまして下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１． 平成 23 年 3月期通期の修正（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

 

（１）連結業績                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想（Ａ） 

（平成 22年 11 月 9 日） 
34,000 200 △150 △350 △7.93

今回修正予想（Ｂ） 33,000 △500 △900 △1,200 △27.15

増減額（Ｂ－Ａ） △1,000 △700 △750 △850 －

増減率 △2.9 △350.0 － － －

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
37,500 82 △386 △2,209 △50.04

 
（２）個別業績                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想（Ａ） 

（平成 22年 11 月 9 日） 
25,500 250 △150 △800 △18.10

今回修正予想（Ｂ） 24,000 △300 △750 △1,600 △36.20

増減額（Ｂ－Ａ） △1,500 △550 △600 △800 －

増減率 △5.9 △220.0 － － －

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3 月期） 
30,503 60 △248 △1,848 △41.82

 

２．業績予想の修正理由 

第 2四半期累計期間まで好調であった線材加工品、三層絶縁電線の受注が大きく減少したこと、な

らびに薄型テレビ向け内部配線材やディスプレイの受注も見込みを下回ったことから、連結業績、個

別業績ともに、売上高は前回（平成 22 年 11 月 9 日）の発表から下回る見通しとなりました。 

利益率の高い線材加工品の売上高減少に加え、タイにある電子部品製造販売子会社の業績回復が計

画を下回ったことにより、連結業績、個別業績における営業利益、経常利益、当期純利益はいずれも

前回（平成 22 年 11 月 9 日）の発表から下回る見通しとなりました。なお、個別業績には、タイにあ

る電子部品製造販売子会社と、長岡市にある電子機器・部品の製造子会社の子会社株式評価損を特別

損失として見込んでいますが、連結業績には影響ありません。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後様々な要因により業績予想と異なる結果となり得ることをご承知おきください。 
以上 


